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1　は　じ　め　に

　情報化社会といわれる今日，OA機器を中心にした企

業における情報処理の進展にはめざましいものがある。

これには，多量化・多様化した情報をいち早く処理しな

ければならない社会的ニーズが増大したことが大きな要

因であるが，それを可能にしたコンピュータの発達に負

うところが大きい。とくに，小型ながら，高度の処理能

力をもったパーソナル・コンビs・一一タが低価格となり，

大衆化されたことによることが大である。

　このような情報化の社会的機運は，農業においても無

縁ではない。1969年に農業の装置化・システム化が提

言され？　1971年には最初の農業管理センターが設置さ

れ（1982年には全国で46ケ所），行政機i関や農業団体

を中心にした地域農業情報を組織化しようとする動きは

着実に進展している2！また最近では，農業を対象とした

ソフト会社の出現や，農業関連会社のソフトサービスの

開始といった企業側からの情報処理サービスも増大して

いる。そして，個別農家においても，生産技術の改良や

農業経営の合理化といった面から，コソピ：．　一半利用の

機運は年々増加している。

　農水省農蚕園芸局普及課の調査によれば，1982年10

月現在における個別農家のコンピュータ導入台数は360

台となっている。営農類型別に見ると，大部分が酪農や

養豚などの畜産部門と施設園芸となっており，いわゆる

資本利用型経営でのコンピュータ活用が霞立っている。

主な利用法としては，畜産の場合，家畜の個体管理，飼

料配合設計と経営診断，施設園芸では施設環境の管理・

制徽どである§）

　このように農業においても情報処理の必要性が認識さ

れるようになり，コンピュータを農業生産の各場面に活

用しようとする機運は年々高まっているのではあるが，

これにはいくつかの間題をかかえている。

　第1の問題は，農業関係の情報が未整備のため，コン

ピュータで直ちに利用できるようなシステムになってい

ないということである。例えば，農家台帳などの基本的

な資料にしても，市町村役場，農業委員会・農協などの

組織間で統一されたものにはなっていない慧）　畜産にお

ける飼料配合設計の場合には，自家配合飼料の基礎的な

栄養分析をするシステムが完備されていない。

　第2の問題は，農業者が農業清報を有効に利用するた

めに必要な分析手法の理解に一般的には欠けているとい

う点である。いわゆる経験と勘のみに頼っている農業生

産形態が依然として強い。農業生産から得られる多量の

貴重なデータを正しく分析し活用することによって始め

て次期の生産の改善が行われることを認識しなければな

らない。これには農業者を教育・養成する機関の制度的

な対応上の問題も含まれる。

　第3の問題は，現在最も緊急に解決されるべき課題で

あるが，農業用のソフトウエアが不備であるという点で

ある。現在農業用ソフトの開発を積極的に進めている機

関としては，農村情報システム協会や農水省統計情報部

などがあげられるが，利用対象が主として行政機関や農

業管理センター，農協などであるため，ソフトプログラ

ムの種類もおのずと性格付けがなされている。すなわち

地域農業のマクロな管理や計画を目的としたものが多く，

個別農家レベルで使用できるものは少い。一方，個別農

家では開発に限界がある。

　以上述べたような問題があるため，現状におけるコン

ピュータ利用は，農業の場合不充分な結果となっており，

重要な意志決定の場面で有効に使用されているとは云い

がたい。とくに第3の問題点で指摘したように，農業用
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ソフトの蓄積が乏しく，また開発されたソフトも汎用性

の面で不充分な現状の諸問題を早急に解決する必要にせ

まられている。著者が行ったいくつかの農家調査からも，

先進的な農家ほど，農業経営を合理化し，高度な生産技

術体系を実現するためにコンピュータの導入が不可欠で

あり，有用なソフトウエアの開発を待ち望んでいること

を感じた。

　本論文は，このような現状の問題を解決し，個別農家

の要請に応えるiつの手法として有効であると考えられ

る，農業データ分析システム（Agricultural　Data

Analysis　for　M　anagem　eRt，　ADAM　システム）

を開発したものである。本論文で述べられているシステ

ムは，農業生産の各ステージで発生する多量のデータを

簡潔に処理し，さまざまな分析を可能とする，一種の農

業用汎用システムである。したがって，このシステムを

活用すれば，個別農家の多種多様なソフトに対するニー

ズに迅速に対応することができる。しかし，このADAM

システムが何よりも狙いとしているものは，農業生産の

経営主体である農業老自らが簡単にプPグラムを作成し，

農業生産を向上させるべくコンビ＝一タを利用する点に

ある。

　著者の考えでは，農業用汎用ソフ5といっても，その

適用には自ずと限界があり，個々の多様な農業経営に対

応したソフトは基本的には農業者自身が開発するのが最：

適である。これは，先進的な農家は，必ず先進的な農業

生産技術のノウハウを持っており，その技術をソフトに

生かすことによって始めて有用なプログラムが完成され

ると思われるからである。またプ9グラムのメンテナン

スからいっても，農業者がプPグラムの内容を理解して

おいた方が良いことはいうまでもない。

　本論文では，始めにシステムの概要を述べ，ADAM

システムの基本構成とその性格の特徴を説明する。つぎ

にシステムを構成する3つの基本的なプログラムについ

て，その活用の方法を中心にして説明する。とくに

ADAMシステムの特微の1っである簡易言語（ADAM

言語）の説明を詳しく行っている。つぎに，本システム

の1っの応用例として開発した養豚管理システムの概要

を述べる。ここでは具体的なデータ管理の様式とプログ

ラム例を示した。

9　ADAMシステムの概要

　1。システムの自的

　本システムは農業生産を管理する各種のコンピュータ

プログラムを容易に作成し，実行することを目的として

いる。このシステムの利用者は，どのようなデータを記

録し，どのような結果の表示を行うか基本的な構想を立

てたら，後はこのシステムを運用することによって，簡

単にプログラムを作成することができる。一般に，コン

ピュータを利用するためには，複雑で難解なコンピュー

タ言語を覚えなければならないが，本システムでは！1ケ

の基本命令だけを知るだけで，高度なプログラムを作る

ことができる。また各種のデータ分析手法を備えている

ため，必要に応じて任意の高度な情報分析を行うことが

可能である。

　2．システムの特徴

　ADAMシステムの特徴として次のような項目をあげ

ることができる。

①　農業生産管理のための汎用プTグラムである。

②このシステムの運用によって，コソピ＝一タに関

　　する高度な知識がなくても，農業用プPグラムを容

　　易に作成することができる。

③　プPtグラムは一覧表形式で作成される。

④プ・グラムの作成には簡単な命令語（ADAM言語）

　　が使用される。

⑤　データの記録はデータファイルに行われるが，フ

　　ァイルからのデータの入出力が容易である。

⑥作成者はファイルの容量に気を使う必要がなく，

　　自在にデータの管理を行うことができる。

⑦作成したプログラムはデータ形式でプログラム管

　理ファイルに自動的に登録される。

⑧プPグラムの実行は，プPtグラムNo．の指定のみで

　行われる。

⑨　各種のデータ分析法が，サブルーチンの形で用意

　　されているσ
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3．システ’ムの構成

ADAMシステム全体の構成を図1に示した。

（1）データファイル作成用プログラム

i2）プログラム作成用プログラム
プPグラム管理ファイル

（3）実行用プログラム データファイル

図1　ADAMシステムの構成

　本システムは基本的に3つのプログラムと2つのファ

イルから成っている。即ち（1）データファイル作成用プロ

グラム，（2）プPグラム作成用プログラム，（3）実行用プロ

グラムと，プログラム管理ファイル並びにデータファイ

ルである。これらの外に付属的なプログラムとして，漢

字ファイル作成用プログラムとサブルーチンプログラム

そして漢字ファイルが用意されている。

　データファイル作成用プログラムはその名の通り，デ

ータを格納しておくファイルを作成するためのプログラ

ムである。もし一時前にあるいは永久的にデータを記録

しておきたい場合，プログラム作成者は，あらかじめこ

のプPグラムによって，データ項目名や項目No．を登録し

ておかなければならない。このプログラムは，しまいこ

んでおくデータの様式を定めるためのものである。

　プPtグラム作成用プログラムは，実際にプログラムを

作成するためのプPtグラムである。このプPグラムを実

行すると，一覧表形式でプPグラムの入力を行うことが

できる。入力は簡単なADAM言語のコマンドによって

行われる。1本のプログラムで120項目までの命令文を書

き込むことができる。

　以上2つのプμグラムによって作成されたプログラム

を格納しておくものが，プvグラム管理ファイルである。

このファイルによって，作成されたデータファイルの様

式やプPtグラムは永久的に保管され，また次に述べる実

行段階で必要とするときは，その都度その内容が引き出

される。プPグラム管理ファイルには，プログラムのNo．

毎にプログラムが格納されている。データファイルの場

合には，1～100までの100本，一一般プログラムでは

IOI～300までの200本の収納が可能である。1本のプ

ログラムのために15セクター（15×256バイト）のメ

モリースペースが用意されている。

　プログラムを実際に実行するとき使用するものが，実

行用プPtグラムである。プPtグラムの実行は，プログラ

ムNαの指定のみで行われる。計算機はプログラムNo．が指

定されると，そのNo．のプログラムをプログラム管理ファ

イルから呼び出し，プPグラムの内容を自動的に翻訳し

て実行する。もし実行の中で，データをファイルに出し

入れする必要が生じた時は，その都度，データファイル

作成用プログラムで規定した様式に従ったデータの入出

力を行う。

　漢字ファイル作成用プログラムは，使用する漢字のタ

イトル名をコード化して漢字ファイルに格納しておくた

めのものである。サブルーチンプログラムは，各種のデ

ータ分析手法を収録したプログラムのライブラリーであ

り，呼び出しはサブルーチンNo．によって行う。

猛　データファイルの作成

　記録しておきたいデータの格納はデータファイルに行

われるが，その様式を作成するプログラムがデータファ

イル作成用プμグラムである。このプPグラムの実行に

よって，どのファイルにどのような項目名のデータを入

力するか具体的に決定する。

　表1に示したものは，このプログラムで使用する入力

形式である。入力したデータは表2の形式で，プログラ

ム管理ファイルに登録される。入力事項とその内容は次

の通りである。

1）ファイル名コード：データファイルの名前。漢字コ

　　ードNo．で入力する。

2）サブファイル個数：1つのデータファイルの中にさ

　　らにサブファイルがある場合，その個数を入力する。

　　サブファイルがないときは1となる。

3）サブファイル名コード：サブファイルの名前。漢字

　　コードNo．で入力する。

4）使用セクター：1レコード当り使用するセクター数．
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表1　データファイル作成用入力形式

　＊＊＊データファイル作成用＊＊＊

（A）　フ　ァイル　Nα瓢　（　　　　　　　　　）　　　（B）　ファイル名（コード）訟　　　　　（　　）

iC）　サブファイル個数隅（　　　　　　　　　）　　　（D）　サブファイル名（コード）＝　　　　（　　）

Nα 項目名コード 項　　　目　　　名 サイズ サブデータ個数 格　納　番　地

表2　プログラム管理ファイルへの登録形式

　　　　　（データファイル作成用）

入力事項 使用変数 使用バイト数

ファイル名コード IT飛 2

サブフ。イル個数 NST 2

サブファイル名コード IST 2

基
　
本
　
項
　
目

使用セクター NSS 2

項　　目　　数 NK：K： 2

Nα1 項昌名コード IA⇔ 2

サ　　　イ　　　ズ B⇔ 2

格　納　番　地 王CO 2

サブデータ個数 IDO 2

Nα2
` …

　　これは計算機が自動的に計算してくれる。

5）項目数：これも計算機が自動的に計算する。データ

　　ファイルへの入力項目は309個までである。

6）項目名コード：データの項目名を漢字コードNo．で入

　　力する。

7）サイズ：データの数値的大きさをバイト数で入力す

　　る。データが4桁以下なら2，6桁以下なら4，ユ6

　桁まで必要とするときは8と入力する。2の倍数を

　使用する。

8）格納番地：入力した項目までの全使用バイト数とセ

　　クター数を計算機が自動的に計算し，出力してくれ

　る。（セクターバイト数）

9）サブデータ個数：ee一一項目名で数個のサブデータが

　ある場合，その個数を入力する。サブデータがない

　　ときは1となる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力したプログラムは，表4の形式でプログラム管理フ
　　　　N　プログラムの作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイルに登録される。

プログラムの作成は表3に示した一一覧表形式で行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　表3　プログラム作成用入力形式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊＊プログラム作成用＊＊＊

（A）　プログラム恥一（　　　　　　　　）　　　（B）　プログラム名（コード恥）二　　　　　　　　（　　）

Na コード 文字コード 項　目　名
　“　　　　　　　　　　　、

Tフコード ファイルNα
サブファイル

@　Nα
レコードNα データNα

サブデータ
@　Nα

データタイプ

表4　プログラム管理ファイルへの登録形式

　　　　　（プログラム作成用）

入力事項 使用変数 使用バイト数

プログラム名コード ITN 2
基
本
項
目

項　　　目　　数 NK：K： 2

No．1 コ　　　ー　　　ド IA（） 2

文字　コ　ード IB（） 2

サ　ブ　コ　ー　ド IC（） 2

フ　ァ　イ　ル　Nα ID（） 2

サブファイル翼α IDS（） 2

レコ　ー　ド　Nα IE（） 2

デ　ー　タ　　Nα IG（） 2

サブデータNα IH（） 2

データタイプ LL 14

Nα2 …
：

入力事項とその内容は次の通りである。ここではプログ

ラムの作成を容易に行うため，簡易言語（ADAM言語）

が使用されている。

！）プログラム名コード：プログラムの名前を漢字コー

　　ドNe．で入力する。

2）項昌数；入力したプログラムの命令文の項罠数を計

　　算機が自動的に計算する。

3）コード：計算機にある種の命令を実行させるため11

　　種類の命令コードの中から／つを選んで入力する。

　　コードの表示記号と命令の内容は次の通りである。

　A：画面に交字を表示し，さらにファイルから呼び出

　　　したデータを表示する。

　P：機能はAと同じで，プリソタv一・へ表示する。

　B：画面に文字を表示し，さらにデータの入力を待つ。

　　　キーボードからデータが入力されると，それを指
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表5　ADAM言語一こ

入　力　事　項 命令語 説　　　　　　　　　　明 命令語の種類

！．　コ　　一　　　ド A 文字表示＋データ出力（画面）

P 文字表示＋データ出力（プリンター）

B 文字表示＋データ入力

C 計　　算

D 文字表示（画面）

L 文字表示（プリンター）

1 ファイルへ入力

O ファイルから出力

F 条件ジャンプ

R くり返し計算

E 実行終了

2．文字コード 1～ 漢字コードNαの表示 A，P，B，D，L

0 文字表示なし 〃

L データタイプの文字の表示 〃

3．サブコー　ド ○○△△ ○○（Y）△△（X）座標へ表示 A，P，B，D，L

X△△ X座標へ表示（Yは自動） 〃

YOO Y座標へ表示（Xは自動） 〃

0 自動座標表示 〃

C 画面消去，改頁 D，L

R 改　　行 〃

L 掛線表示 〃

SOO サブルーチンNα○○の実行 C

MOO メモリー変数MOOへ計算結果を入力 〃

王NT 整数化
〃

ABS 絶対値化 〃

SIN SIN関数 〃

COS COS関数 〃

TAN TAN関数 〃

EXP 指数計算 〃

LOG 対数計算 〃

SQR 平方根計算 〃

SGN 符号計算 〃

A ファイル上のデータへ累積する 1

NOO ジャンプする項目恥 F

NOO くり返しを行う項目Nα R

フ　ァイ　ルNα 0～，NOO ファイルNαの指定　　（NOO：項目Nα○○の値を使用） A，P，B，王，O

　“Tフファイル恥 〃 サブファイル晦の指定（　　　　　　〃　　　　　　） 〃

レコー　ド　Na 〃 レコード　Naの指定（　　　　　　〃　　　　　　） 〃

デ　ー　タ　酌 〃 デ　ー　タ　ぬの指定（　　　　　　“　　　　　　） 〃

サブデータ恥 〃 サブデータNαの指定（　　　　　　〃　　　　　　） 〃

データタイプ 計　算　式 蕪1＊N2＋N3／100など C

引　数　式 N1，N2など C，　R

条　件　式 N！＞100など（一，〉，〈，〈〉，〉エ，〈一） F

NOO 項目Nα○○の値を使用 A，P，C，1

MOO メモリー変数MOOを使用 C

DATε 当碍の日付の入力 C，B
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　　　定したファイルへ格納する。

　C：後で述べるデータタイプへ入力した計算式を実行

　　　する。またサブルーチンの実行も行う。

　D：画面へ文字のみを表示する。

　L：プリンターへ文字を表示する。

　工：指定されたファイルへ，データタイプの数値を格

　　　屈する。

　0：指定されたファイルからデータを呼び出す。

　F：データタイプで指定した条件式が満足されるとき

　　　指定項XNo．へ実行をジャンプされる（条件ジャン

　　　プ機能）

　R：データタイプで指定した範囲内で，指定項目　No．ま

　　　でのくり返し計算を行う。

　E：計算機の実行を終了させる。

4）文字コード：表示する文字名の漢字コードNo．を入力

　　する。文字を表示しないときは⑦を，またデータタ

　　イプへ入力した文字を表示するときはしを入力する。

5）サブコード：サブコードは，前述した基本命令コー

　　ドの内容によって指定の仕方が変化する。詳しくは

　　表5に示したADAM言語の一覧表を参照されたい。

6）ファイルNo．：データファイルからデータの入出力を

　　行うとき，ここでファイルNo．の指定を行う。

7）サブファイルNo．：サブファイルがある場舎，そのNα

　　を指定する。

8）レコードNo．：ファイルのレコードNo．を指定する。

9）データNo．：データの密告Nαを指定する。

10）サブデータNα：サブデータがある場合は，ここでそ

　　のNo．を指定する。

11）データタイプ：データタイプの入力形式も基本命令

　　コードの種類によって異なるので，詳しくは表5を

　　参照されたい。一般的な使い方としては，計算命令

　　（C）のときの計算式や，サブルーチン実行時の引数

　　式条件ジャンプ命令（F）のときの条件式などがあ

　　げられる。なおデータタイプの入力文字数は14文字

　　までである。

V　養豚管理システムへの適用例

　本論文でいままで述べてきたADAMシステムを使用

して，養豚管理システムを作成したので，その概要を述

べる。表6に養豚管理システムのデータファイルー一覧表

を，表7には入力プログラムー一覧表を，そして表8には，

出力プログラムー覧表を示した。

　今回作成された養豚管理システムは，豚の個体管理を

徹底的に行うことに主眼をおいている。母豚，種雄豚は

もちろん，肥育豚についても殆ど全てのデータをもれな

く入力し，そのデータをもとにして，養豚一貫経営にお

ける多面的な分析を行っている。また繁殖や肥育だけに

とどまらず，衛生・環境・労務そして会計など，養豚経

営に必要な殆ど全てのデータ管理とその分析を行ってお

り，総合的なシステムである。このため作成されたデー

タファイルは22種類，入力プPグラムは39本，出力プP

NO．

表6　養豚管理システムデータファイルー覧表

　　XXXNXKXXX　　テ“一覧ファイル　リズト　　NXXNHXXX

i
2
34
5
6
7
8
9
1
0
U
捻
爲
1
4
貫
妬
1
7
廊
1
9
2
0
滋
殴

フOBクーラムメイ

肥講「豚管理ファイル

墨鯵管理プアイル

種雄豚管理ファイル

母型繋殖戒績

母豚出産記錬

種雄豚種付成綴

種越豚種付記隷

繋殖・出荷台帳

繁蟻記疎簿

鱒豚販売成績

試鐘蓑

金銭出納薄

飼糟棚卸表

薬品棚卸表

仕訳台帳

固定資産台帳

労務管理簿

日程プアイル

豚房管理ファイル

車価蓑

i’一タ蓑

全体管理ファイノレ

レ⊃一5“

豚NO

母豚NO

種雄豚NO

栂豚NO

母豚NO

種雛豚NO

種雄豚NO

月別＋年合嶺

365日発

販売回数

月別＋年合計

3658分

飼料NO

薬品NO

伝戴NO

固定資産NO

l乍業者NO

365B分

豚房NO

l

1

1

サブHタイトル　　　セクター

産次

種付回数

月
月

月

1
1
1
1
5
1
0
1
2
1
4
2
6
6
1
5
3
1
1
2
1
1

　
　
　
　
1
　
0
　
　
　
　
　

2
2
　
　
1

　
　
　
　
　
　
4

一　63　一



茨大農学術報告第31号（1983）

表7　養豚管理システム入力プPグラムー覧表 表8　養豚管理システム出力プPグラムー覧表
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グラムは60本という膨大な量のシステムとなった。しか

しADAMシステムの利用によってプPtグラムの開発は

かなり迅速に行うことができ，全体の構想に要した時間

を除けば，ほぼ2ケ月程度で全システムの開発を完了す

ることが出来た。

表9には，プログラム例としてデータファイルの中か

ら肥育豚管理ファイルの形式を，表10には，入力プPグ

ラムの中から出産記録の内容をそれぞれ示した。
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塩：農業データ分析システムの開発について
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　　表9　養豚管理システムのデータファイル例
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表10　養豚管理システムのプログラム例
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VI　ま と め

　本論文によって著者の開発した農業データ分析システ

ム（ADAMシステム）の概要とシステムプPtグラムの

説明を行い，またシステムの応用例として開発した養豚

管理システムについてその概要を述べた。

　ADAMシステムはADAM言語という簡易言語によ

る農業用汎用プログラムであり，若干の学習によって，

きわめて容易に，かつ迅速にプPグラムの開発を行うこ

とができる。農業用ソフトが不備であると言われる現在，

著者の開発したシステムがその解消に役立つのであれば

幸いである。とくに，コンピュータを導入して，より良

い農業生産技術の分析や農業経営の分析を行いたいと考

えている農業者の手助けになればと考えている。

　最後に，農業データ分析システムの作成にあたり，い

ろいろと助言をしていただいた，茨城大学農学部農業情

報システム研究会の諸兄に感謝します。また養豚管理シ

ステムの開発に当って，養豚現場からのさまざまなアド
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塩：農業データ分析システムの開発について

バイスを与えてくださった菅谷ファーム，前川養豚場の

各氏に御礼申し上げます。
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On　the　Development　of　the　System　Program　for　ADAM

KOHKI　SHIO

　　　　In　this　paper　the　author　developed　the　system　program　for　ADAM　（Agricultural　Data

Analysis　for　Management）．　lt　is　quite　easy　and　speedy　for　programming　the　agricultural

system，　if　we　use　the　ADAM　system．　The　ADAM　system　has　excellent　characteristics　as

bellow．

　　　　1）　The　ADAM　system　is　the　generalized　program　for　the　analysis　of　the　agricultura｝

production　and　management．

　　　　2）　One　can　easily　compose　the　agricultural　programs　by　the　aid　of　the　ADAM　system，

without　knowing　the　special　technique　for　computer　prograiinming．

　　　　3）　lt　is　easy　to　handle　the　many　data　between　programs　and　datafiles．

　　　　4）　We　use　the　simple　ADAM　languages　for　composing　the　programs，　which　include

only　eleven　commands．

　　　　5）　The　programs　are　composed　in　the　manner　of　a　table　type．

　　　　6）　We　can　execute　the　programs，　noly　sellecting　the　prografn　number．

　　　　7）　Various　methods　for　data　analysis　are　included　in　the　ADAM　system，　and　we　can

use　them　as　the　subroutine　programs．

　　　　The　author　hopes　that　the　ADAM　system　is　helpful　to　many　farmers　who　have　progres－

sive　ideas　for　ana｝izing　the　agricultural　production　techniques　and　the　agyicultural　manage－

ment　by　the　use　of　a　personal　computer．

（Sci．　Rep．　Fac．　Agr．　lbaraki　Univ．，　No．31，　57　一一　67，　1983）
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